
会議報告

1.主催 : 電気化学会化学センサ研究会

2.協賛 : 触媒学会、電気学会、日本化学会、日

本セラミックス協会、日本分析化学会

3.会期 : 平成 13年 12月 4日 (火)～ 7日 (金 )

4.会場 : 佐世保市ハウステンボス町

ハウステンボスユ トレヒト会議場

5.会議の目的

化学センサに関する最新の研究成果の発表、討論

および意見交換の場を提供 し、これによって化学セ

ンサの一層の発展および新 しい展開、並びに東アジ

アにおける化学センサ研究者の交流と研究の連携を

促すことを目的とした。

6.開催の趣旨

化学センサは、一般家庭、オフィス、工場施設お

よび医療などの様々な分野で、すでに重要な要素技

術に成長 している。最近、特に関心が高まっている

生活環境、さらには地球環境を監視 。制御するため

にも、また、医療診断のさらなる迅速 。高精度化の

ためにも、各種化学センサを利用 した新技術の開発

が益々重要になっている。

化学センサの研究は、当初 日本で精力的な研究が

進められ、1983年 9月 に福岡で第 1回 目の化学セン

サ国際会議が開催 されたのを契機に、それが世界的

に波及 した数少ない研究分野の一つである。この化

学センサ国際会議は、その後も継続され本年 7月 に

はバーゼル (ス イス)で第 8回 目が成功裡に開催さ

れている。

第 5回東アジア化学センサ会議を終えて

長崎大学工学部   清水 康博

一方、地域内の国際交流に関しては、特にヨーロ

ッパでユーロセンサ会議が 1987年から毎年開催され、

化学センサ研究の国際的な交流や協力が進展 してい

るのこれに対 し、アジア地区では十年前の時点では、

このような地域内国際交流がほとんど行われておら

ず、化学センサの研究交流は主に日本、韓国、台湾、

中国の各国内に限定されているのが現状であった。

このような背景から、東アジア地域の化学センサ

研究者の交流や研究協力をさらに促進することを目

的として、第 1回 目の東アジア化学センサ会議が

1993年 10月 に福岡で開催され、その後、2年に一度

の間隔で、1995年 10月 に西安 (中 国)、 1997年 11

月にソウル (韓国)、 1999年 11月 に新竹 (台湾)で
それぞれ開催 されてきた。

今回の第 5回 目の東アジア化学センサ会議は、本

化学センサ研究会の主催で開催された。したがって、

Yasuhiro Shimizu Q.{agasaki Univ.): Conference Report. The 5th EastAsian Conference on Chemical Sensors
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電気化学会秋季大会と連合 して毎年開催 している化

学センサ研究発表会 (第 33回 )を本会議 と合同で開

催 し、会議の活性化と効率向上が図られた。また、

本会議の実施のための組織委員会、プログラム委員

会および実行委員会は化学センサ研究会の会員を中

心に組織された。

7.講演件数と内容

基調講演 :2件

1)T.OSaka(″ 27S`グα じ′′ツι″sブヶ Jα′α4),“ COnStruCtiOn

ofNew Blosensor Systenl Built up、 vith pI‐I Sensitivc

lnsulating Polypy:r01e".

2)D.―D.Lec(κ
,'2″″g′00た Nα″0″α′υηルθ浴ノ″ κO″α),

“EnVirOnnlCntal(〕 as Scnsors and l｀ heir Application".

招待講演 :7件

1)Y Masuura(F′ gα″ E4gブ″
“

′′″g ルa, Jα′α′),

“I)cveloprnent of′ I｀hick Filrn Gas Sensors Using a

SCrCCn P」nting TeChniquC''(Sινα″α ИWα″グθθ ζ

P″″).

2)R R Tsai l物 励 srr′α′ルθ力′οた磋)'Rθ sθακカル雰″′″
`,

727′″α4),“Gas Sensors― Evolving through the Thick

Filnl llechnology,thc Microヽ 4achining Technology,

and the Nanotcchnology".

3)VK.Gupta(ル ″α
“
ルs″′″ι(2/・ 26カ″ο′ο

`ア

Rθο′ルθ
,

ル冴α),“Chemical Scnsorsお r Heavy Mctals".

4)0.Niwa,lR.Kurita,2K.Hayashi,1■ Horiuchi,lK.

Torimitsu,3(′ ハん■r z″.Sク′ι & E4ツプ
“
η″θ′′α′

7υε力″ο′οg),   肋ろο′α′ο″′βs,   2,vrr   Иグッα″εθグ

7υθ力ηο′οgシ;  `Ⅳ 7'7・ Bα.,ノε R`sια′θ力 Zαわο″α′θ′ノιs,

Jαρα′), “Integrtted Bioanalメical Device おr

Measuring iBiochclllical ltcleased ittOnl (〕 ultured

Cells".

5)T.C.Tan(Nα r′ο′α′ し″ブッθだブク Q/Sけ昭αηο
“

,

S′″gα′ο″), “BiOSenSing with Thermally―Killed

Microbial Cells".

6)G Li(Ⅳα″′″gυ″′ッ
`″

sノヶ Cカプ″α),“Some Methodsto

VVidCn  the  Scopc  of  Sensor  Materials  fOr

Third―Generation BiosensOrs".

7)N.Imanaka,G Adachi(θ sα滋′しηノッθ/sノク Jα′α″),

“Developmcnt of Ncw Types of Solid ElectЮ lメcs

and Realizdion Of New CheFniCal SenSOrS With

Advanccd Concepts''(Sθ ′ツα″7α  ИИ′α″″
`ι `′

αρθ′
)・

口頭発表 :37件

ポスター発表 :107件

表 1に は、国別の発表内訳を示す。諸般の事情に

より、当初の予定か ら招待講演 1件、 口頭発表 5件
お よびポスター発表 14件がキャンセル された。表 2

には、これ らの発表論文内容を分野別に大まかに分

類 した結果を示す。

表 1 国別発表内訳

基 調 招待 口頭 ホ
・
スター 小  計

日本 24(2) 67(11) 95(13)

韓 国 7,[1] 17,[1] 25,[2]

台湾 19,[4] 22,[4]

中国 [2] [8] 1,[10]

シンカ
゛
ホ
・―ル

イン ド

ロシア

イタリア

スェーテ
゛
ン

ドイツ

アメ リカ [1] [1]

ウクライナ [1] [1]

オーストラリア [1] [1]

フィリヒ
.ン

[1] [1]

小 計 2 7,[1] 37(2),[5] 107(11),

[14]

153(13),

[20]

( )内 の数字は、日本在住の外国人による発表で内数。

[ ]内の数字は、キャンセルされた論文数で外数。

表 2 分野別発表内訳

( )内 の数字は、日本在住の外国人による発表で内数。

[ ]内の数字は、キャンセル された論文数で外数。

8.参加者数

会議への参加者を分類 した結果を表 3に示す。地

方での開催 ということもあって、日本国内の企業関

基調 招待 国頭 ホ・スター 小  計

ハ
゛
イオセンサ 11,[1] 28(4),[1] 43(4),[2]

半導体センサ 26(4),[5] 31(4),[5]

固体電解質 8,[1] 10,[2] 19,[3]

環境仁タリンク
゛

[1] 9(1),[1] 1,[2] 10(1),[4]

イオンセンサ 3,[1] 8(1) 12(1),[1]

マイクロカ
゛
スセンサ 3(1),[1] 4(1),[1]

導電性ホ・リマー 9(1),[1] 9(1)、 [1]

FET&ISFET 9,[l] 9,[1]

センサシステム

QCM&SAW 5,[1] 5,[1]

)ttr4"'- 3(1),[1] 3(1),[1]

夕
゛
イオート

゛

小  計 2 7

[l]

37(2),[5] 107(11),

〔14]

153(13),

[20]



表 3 参加者分類表

国  内 外  国
小計

分類 人数 分類 人 数

大学等 85(7) 大学等 41 126

企業 23(1) 企業 26

学生 39(5) 学 生 25 64

同伴者 9 同伴者 10 19

小 計 156(13) 小 計 79 235

( )内の数字は、日本在住の外国人で内数。

9.会議の概要

第 1日 目の 12月 4日 の午後 3時か ら参加登録を始

め、午後 7時より約 150名 が参加 して ウェルカムパ

ーティーが開催 された。

第 2日 目の午前 9時より、オープニングセ レモニ

ーが開催 され、組織委員長である江頭 誠教授 (長

崎大学)の歓迎挨拶 に続 き、電気化学会化学セ ンサ

研究会の谷 口 功会長 (熊本大学教授)よ り祝辞が

述べ られた。その後、同 じ会場で 2件の基調講演が

行われ、テ クニカルセ ッションが始めれ られた。招

待講演を含む一般講演は、2会場に分かれて同時進行

形式で行われた。第 2日 目および第 3日 目もともに、

午後 3時前まで 口頭発表が行われ、その後、ポスタ

ー用のシ ョー トプ レゼンテーシ ョン (口 頭 による論

文概要説明)が行われた。また、午後 5時前より約 1

時間半の間、ポスターボー ドを使用 したポスター発

表が行われた。 会議期間中、口頭発表会場、ポスタ

ー発表会場お よび コー ヒー コーナーでも、活発な討

論が行われた。

これ らの発表論文 を収めたプロシーデ ィングスは、

A4版で 500ページを超えた。このプロシーディング

スに掲載用の論文原稿は、発表者 より前 もって提出

してもらい、12月 4日 の参加登録時にプロシーデ ィ

ングスを会議参加者全員に配布 した。なお、講演発

表をキャンセル した発表者のほとんどは、プロシー

__』 ■夢

係者の参加者が少なかった。一方、1993年 10月 に福

岡で開催された第 1回 目の『東アジア化学センサ会

議』への外国人参加者が 20名 (韓国 9名 、中国 7名 、

台湾 2名 、香港 2名 、ただし、日本滞在中の外国人

15名 は除く)であったことと比較すると、今回の外

国人参加者数は約 4倍に増加 した。ちなみに、今回

の外国人参加者を国別に分類すると、韓国 37名 (同

伴者 4名 を含む)、 台湾 25名 (同伴者 4名 を含む)、

シンガポール 4名 (同 伴者 1名 を含む)、 アメリカ 3

名、中国 2名 、イン ド2名 、スェーデン 2名 (同伴

者 1名 を含む)ロ シア 1名 、イタリア 1名 、ドイツ 1

名、スペイン 1名 であった。

なお、日本入国に際し査証が必要な国から、本会

議への参加のみを目的として査証申請 した人の多く

は、在外 日本大使館等の審査で査証発給を拒否され

ていた。これは、国際会議出席等を奇貨として、 日

本入国後に不法残留する外国人が跡をたたないため、

審査が厳 しくなっているためである。また、査証が

発給されたにも係わらず、実際には会議に参加 しな

かった外国人もいた。 したがって、会議への参加の

みを目的とした外国人参加希望者に対 して、会議事

務局から査証申請用書類を作成する場合には、今後

は参加者の研究経歴等の事前審査も必要になると考

えられる。
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ディングス用原稿は提出していたので、キャンセル

されたにも係わらず、その論文はプロシーディング

スに掲載 されている。特に、中国からの講演申込者

に対 しては、事務局からビザ申請用書類を送付 し、

かつ本人から会議期間中のホテルの予約が申し込ま

れているにも係わらず、招待講演者以外は会議開催

直前にほとんどキャンセルされた。なかには、プロ

シーディングス原稿提出後には、事務局からの度々

の問い合わせにも全く応答 しない者もいた。 したが

って、この講演キャンセル者の中には、論文のプロ

シーディングスヘの掲載だけが目的で、会議参加の

意志は初めからなかったと推察される人が多かった。

同様の現象は、1993年 10月 に福岡で開催 された第 1

回目の『東アジア化学センサ会議』でも見られたが、

中国国内の研究者の研究環境は厳 しいままで、研究

者 としてのモラルにも成長が見られないことは、非

常に残念であった。なお、このように多数のキャン

セルが出た経済的側面からのもう1つの理由として

は、会議運営経費の関係で、外国からの一般講演者
への旅費の援助を制限せざるを得なかったことが挙

げられる。 しかし、今回のように主として参加者の

登録費で国際会議運営を行お うとする場合、これ ら

の外国人全ての旅費および滞在費を援助すること前

提に会議運営を行 うことは、現実には困難であり、

東アジア地域での国際会議運営の困難さを改めて痛

感 した。

しか し、そのような問題があっても、韓国、台湾

以外に、イン ドおよびシンガポールの研究者による

講演発表も行われ、今回の会議で、東アジア地域に

おける化学センサ研究者の相互交流 と研究の連携が

促進 され、化学センサの一層の発展ならびに新 しい

展開に貢献できた、と考えている。

会議期間中に国際顧問会議が開催 され、その結果、

第 6回東アジア化学センサ会議は、2003年 11月 に中

国の桂林で開催 されることが決定された。この情報

は、12月 6日 の夜開催されたフェアウェルパーテイ

ーの席上で、Chinese Acadcmy of Sciencesの J.―P.Li

博士より会議参加者に案内された。

なお、12月 5日 には、会議同伴者 12名 が参加 して

波佐見、有田地区への陶磁器ツーアが、同日夜には、

約 120名 が参加 して会議バンケットが、さらに、12

月 7日 の午前中には、17名 が参加 してハウステンボ

スのバ ックヤー ドツアー (海水淡水化施設、コジェ

ネレーションシステム等の見学)が、それぞれ行わ

れた。

次回の会議にも、多くの日本人研究者が出席 し、

東アジア地域における化学センサ研究者の相互交流

と研究の連携を促進 し、化学センサの一層の発展な

らびに新 しい展開にますます貢献することを強く期

待する。
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